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１．�はじめに ─ ゼーリックの足跡をた
どる

（多国間主義と超現実主義）
　ロバート・B・ゼーリック（2017年５月、アラ

イアンス・バーンスタイン（AB）会長に就任）

が数年ぶりに来日した。彼は、本（17）年１月

に発足したトランプ米国政権から、共和党主流の

外交政策を支える専門家集団の頭目としてブラッ

クリスト化して忌み嫌われている人物である。し

かし、彼にはそのことに対して意に介する風はな

い。なぜなら、彼自身、戦後70年間、歴代の共和、

民主党両政権によって超党派的に支持され、形成・

維持されてきた、ジョン・アイケンベリーが命名

する “（米国主導の）リベラルな国際秩序（Liberal 

International Order: LIO）（ 注 １）” の 信 奉 者

　“アメリカ・ファースト” を掲げるトランプ米国大統領の登場で世界は不確実な時代に入ったといわれる。こ
れに対して、過去70年間平和と繁栄をもたらした米国主導の “リベラルな国際秩序” に関与してきたゼーリック
は、それは引き続き米国のみならず国際社会の双方にとって必要であると論じる。他方、中国の台頭によりパワ
ーシフトが進むなかで、リーダー不在を意味する “ポスト・アメリカ” は国際的な無秩序が支配した1930年代
の再来に通じるとの警鐘が聞こえる。

Ｚからの “秘められた” メッセージ〔前編〕
─トランプ大統領の登場による不確実な時代の到来と国際関係の行方─
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